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各種培地の栽培実験で
材料を絞込み

形状など設計を行い
試作を実施する

地球にやさしく、国内資源でまかなうことができ、
さらにコストも下げることができる

ウレタン

植物由来

石油由来から
植物由来に:
GHG102g
/レタスkg
から削減

コスト
+1%

コスト
ー１％

ウレタンと
植物の

分離廃棄
省略

コスト
ー１％

下部分離
圧縮脱水
工程省略

生分解
して

肥料化

①石油由来材料からの脱却 ②廃棄時の手間の削減 ③肥料化による
農業のアップサイクル促進

植物由来材料の探索

1 2 3 4 5 6

ウレタン 生分解 不織布 パルプC オアシス ＰＬＡ
（ポリ乳酸）

生分解 × 〇 〇 〇 × 〇

硬さ 〇 × × × 〇 〇

根付き 〇 △ △ △ 〇 △

藻 △ △ △ △ △ 〇

かび △ × × × △ 〇
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従来培地と同等以上の栽培を実現
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従来植物工場向けにも
植物由来材料培地を検討

①ハンドリングしやすい
硬さと形状

②根が貫入、吸水、生育する
栽培に適した材質

③種子を保持する形状・材質

紙＋水でほどけない加工

紙培地で栽培実験
野菜地上部だけでなく、根も大きくなった!


